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れ、利用され、誤解さえうみだしてきた。しかし、O 助産師の言う「自然なお産」とは医療
と対立するものではない。そして私は、「医療が先回りして安易に手出ししないで、産婦さん
自身がやり遂げた先に口では伝えられないなんかがあるねん」と話す O 助産師の「自然」と
いうだけでは捉えきれないなにかを探っている。「自然が一番」という高齢助産師 O さんの
「自然」ということばの発話や行動、生活、仕事の様子から彼女のいう「自然」ということば
のその奥にあるものを知りたいと思う。彼女が妊産婦に寄り添いひとりひとりのお産に向き合
いながら 50年間も続けてきた日常生活の中で培われた「知」をなんとか学びたいと願ってい
る。出産を医療や安全性、よろこびや感動だけで語ることのできない死とともにあるいのちの
誕生の傍らにいることの意味に向き合いながら、この問いに出会い、その答えを求めて出産の
現場に向き合い続けたいと思う。
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